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ナスの受粉作業を省くことができる新しい遺伝子を発見

－ナス科野菜の省力・安定生産に貢献が期待－

＜当該研究成果のポイント＞

受粉しなくても果実が肥大する性質（単為結果性）をもつナス系統「PCSS」

から、栽培において多くの労力やコストがかかる受粉促進対策や着果促進剤

の噴霧作業を不要とする新しい遺伝子を発見し、国際特許出願を行った。こ

の遺伝子は、突然変異でできた遺伝子であり、果実の成長に必要な植物ホル

モンであるオーキシンをつぼみや花で増加させる働きを持っていた。また、

トマトやピーマンでも同じメカニズムで単為結果がもたらされることを確認

し、ナスと同様に単為結果性の品種開発に応用可能であることも明らかにし

た。

＜期待される効果・今後の展開など＞

DNAマーカー選抜が可能となり、単為結果性を持つナス品種の育成が大き

く加速される。「PCSS」の強い単為結果性を受け継ぎ、しかも収量性や果実

品質にも優れたナスの実用品種がすでに開発されており、近々全国のナス産

地に導入される見込みである。今後も生産者や消費者のさまざまな要望に応

えるバラエティに富んだ単為結果性ナスの新品種を従来以上のスピードで開

発できると期待される。

さらに、トマトやピーマンにも適用可能な成果であることから、さらに研

究を重ねることで、種のないピーマンや気候変動に対応できる着果の安定し

たトマトなど、画期的な新品種の開発が期待される。
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受粉させなかった果実

PCSS系統 一般のナス

PCSS系統は一部の領域が欠失し
てできた変異型の遺伝子を持つ。

暑い真夏でも元気にたくさん実
をつけるナス「PCSS」を発見

受粉しなくても果実が正常に
作られる性質（単為結果性）を

持っていた。

果実肥大をうながすホルモン
（オーキシン）が増加し、

受粉しなくても果実が肥大する。

よく調べて
みると・・

研究のきっかけ

今回の研究でわかったこと

研究成果を使って・・

よく実が付くトマト、たねなしピーマン
などの新品種開発にも期待。

単為結果性の実用ナス品種が完成。
生産・販売も間近。

ナスの受粉作業を省くことができる新しい遺伝子を発見

－ナス科野菜の省力・安定生産に貢献が期待－

「千両」タイプ
TNA-112/113

「筑陽」タイプ
TNA-114 同じメカニズムでトマトやピーマンも単為結果性に

なることを実験的に確認ずみ。
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それが原因
で・・


